
   

 

 

 

 

 

ひとくちメモ・・・ 

日本の学校給食の始まりは，明治 22年までさかのぼります。山形県鶴岡町（現在の鶴岡市）で

学校にお弁当を持ってこられない子どもたちに，食べさせたのが始まりです。戦争が終わり子ども

たちの栄養状態を改善するために，アメリカのＬＡＲＡ（ﾗﾗ）アジア救援公認団体からの援助物資

で再開されました。昭和 21年 12月 24日に給食用物資の贈呈式が行われ，この日を「学校給食感

謝の日」に定められました。昭和 25年度からは冬休みと重ならない 1月 24日～30日の一週間を

「全国学校給食週間」とし，学校給食の意義や役割について，理解や関心を高めることなどを目的

に，毎年，全国で様々な行事を行っています。 

 

 

 

 

今日から学校給食週間です。 

先週，岩出山小学校と岩出 

山中学校へ視覚による巡回 

指導に行ってきました。 


